
　

福
島
県
浜
通
り
に
位
置
す
る
楢
葉
町
。
こ

こ
で
大
玉
ト
マ
ト
を
生
産
す
る
㈱
ナ
ラ
ハ
プ

ラ
ン
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、
既
存
の
養
液
栽

培
施
設
を
引
き
継
い
で
、
２
０
２
０
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
1
・
1
ha
の
大
型
ハ
ウ
ス

に
２
万
３
０
０
０
本
の
苗
を
植
え
付
け
、
年

間
３
０
０
ｔ
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

い
わ
き
市
の
あ
る
浜
通
り
は
、
年
間
の
日

照
時
間
が
長
く
、
冬
も
晴
天
の
日
が
多
い
エ

リ
ア
。
こ
の
気
候
を
生
か
し
、
１
９
９
０
年

い
わ
き
市
の「
大
野
水
耕
生
産
組
合
」に
よ
っ

て
、
東
北
で
初
め
て
大
型
ハ
ウ
ス
を
活
用
し

た
ト
マ
ト
の
養
液
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
栽
培
面
積
1
ha
を
超
え
る
生
産
組

織
６
社
が
出
荷
協
議
会
を
結
成
。「
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
ト
マ
ト
」
の
産
地
と
し
て
、
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
に
入
る
と
明
る
い
太
陽
光
が
降
り

注
ぎ
、
天
井
近
く
ま
で
グ
リ
ー
ン
の
葉
が
生

い
茂
る
、
養
液
栽
培
の
ベ
ッ
ド
が
連
な
っ
て

い
ま
す
。

　

社
長
の
青
木
浩
一
さ
ん
は
、
ト
マ
ト
の
養

液
栽
培
を
手
が
け
て
15
年
。
会
社
の
設
立
当

初
か
ら
、
復
興
を
目
指
す
楢
葉
町
で
採
用
し

た
ス
タ
ッ
フ
14
人
を
率
い
て
、
栽
培
に
当
た

っ
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
に「
桃
太
郎
ブ
ラ
イ
ト
」の
試

験
栽
培
を
始
め
、
２
０
２
３
年
か
ら
本
格
的

に
導
入
し
て
い
ま
す
。「
形
と
大
き
さ
が
理

想
的
で
、
秀
品
率
の
高
い
品
種
だ
と
感
じ
ま

し
た
」

　

目
指
す
の
は
、
M
、
L
サ
イ
ズ
。
草
勢
の

強
い「
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ス
」を
台
木
と
し
、

２
本
仕
立
て
の
苗
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
７

月
下
旬
〜
８
月
上
旬
に
定
植
し
、
栽
培
は
10

カ
月
以
上
続
き
ま
す
。
最
終
的
に
30
段
目
の

花
房
ま
で
収
穫
す
る
に
は
、
草
勢
を
維
持
で

き
る
接
ぎ
木
苗
が
有
効
で
、
理
想
的
な
サ
イ

ズ
に
仕
立
て
て
出
荷
で
き
る
の
が
魅
力
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
２
０
２
３
年
の
夏
、
外
気
が
35

℃
を
超
え
る
猛
暑
日
が
続
き
、
一
帯
の
ト
マ

ト
ハ
ウ
ス
で
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
大
発
生
。
ト
マ

ト
黄お

う

化か

葉は

巻ま
き

病
が
蔓
延
し
、
深
刻
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
同
社
で
も
主
力
品
種
の
植
え

直
し
が
必
要
だ
っ
た
ほ
ど
。
耐
病
性
を
も
つ

「
桃
太
郎
ブ
ラ
イ
ト
」は
そ
こ
ま
で
被
害
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
７
〜
８
月
に
定
植
し
猛
暑

の
中
で
幼
苗
期
を
過
ご
す
た
め
、
高
温
の
影

響
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
来
期
は
品
種
と
定
植
時
期
の
見
直
し
と
防

除
の
徹
底
で
猛
暑
を
乗
り
切
り
た
い
。
も
ち

ろ
ん『
桃
太
郎
ブ
ラ
イ
ト
』も
作
り
ま
す
」　

　

震
災
や
原
発
事
故
、
さ
ら
に
台
風
に
よ
る

水
害
を
乗
り
越
え
て
き
た
「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

ト
マ
ト
」。
高
温
下
の
栽
培
に
、
新
品
種
と

と
も
に
挑
み
続
け
ま
す
。　

台
木
に
は
草
勢
の
強
い

「
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ス
」を

猛
暑
に
負
け
な
い

品
種
と
作
型
を

㈱ナラハプラントファクトリー
新品種導入で長期・安定多収を目指す

「桃
もも

太
た

郎
ろう

ブライト」
（編集部［取材・文・撮影　三好かやの］）

　福島県楢葉町は、太平洋に面した浜通りに位置し、
温暖で年間日照時間約2000時間。東日本大震災直後、
福島第一原発事故の影響で全町避難を余儀なくされ
ましたが、2015年に帰町が始まり復興への歩みを進
めています。浜通りでは冬場に晴天の日が多く、太
陽光を活用した大型ハウスでのトマトの養液栽培が
盛んです。生産者と流通関係者が出荷協議会を結成
し、「サンシャイントマト」と名付けブランド化。市
場を通して全国へ送り出しています。

←
猛暑に負けない
スタミナをもち、
色の回りがよく、
着色ムラも少な
い「桃太郎ブラ
イト」。

←
2021年にJGAP認証を
取得。「サンシャイン
トマト」として出荷し
ている。

山形県
宮城県

茨城県

栃木県

楢葉町
福島県

浜
通
り

いわき市・

地域概況

2024年12月19日取材

トマト

福島県

産地レポート

↑「『桃太郎ブライト』は秀品率の高さが魅力。台木に『グリーンフォ
ース』を使うと、長期間樹勢を維持できます」と青木社長。

↑広大な施設に23,000本の苗を定植。夏秋と冬春トマトの端境
期に出荷して、高値で販売できるのが強み。
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